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第 11回学術大会開催報告                          
一般社団法人山梨県言語聴覚士会 第 11回学術大会 大会長 小池 京子 

（国立病院機構甲府病院） 

 平成30年11月25日に山梨大学医学部キャンパスにおいて開催

いたしました、一般社団法人山梨県言語聴覚士会第 11回学術大会は、

初冬の素晴らしい天候と多くの参加者に恵まれ、盛会のうちに終了す

ることができました。 参加者が 90 名を超え、多くの方にご参加い

ただきましたこと心よりお礼申し上げます。 

 今大会のテーマである「言語聴覚士の本質～言葉を紡ぎ・未来を創

る～」には、近年、社会制度の変化に伴い、言語聴覚士の役割が拡大

していく中、言語聴覚士という職業の本質を見つめ直し、我々の専門

性を一緒に考えたいとの想いが込められておりました。 

 そのような想いから特別講演には目白大学言語聴覚学科長の春原

則子先生をお招きし、「言語聴覚士の本質～すべては幸せな臨床のた

めに～」と題してお話いただきました。臨床と研究は切り離すことの

できない組み合わせであり、言語聴覚療法の未来のためにも重要なことであることを学びました。

そして何よりも、担当させていただく患者さんに私たちは育てていただいていることを深く感じ、

胸が熱くなるお話を伺うことができました。教育講座では、甲州リハビリテーション病院の元木

雄一朗先生、甲府城南病院の桂川謙祐先生より、「高次脳機能障害の評価とリハビリテーション」

についてお話いただき、具体的な症状の診方を学び、明日からの臨床にすぐに役立つヒントをい

ただきました。また一般口演では、8名の先生方にご発表いただき、全ての口演とも座長が質問

する時間がないほど、会場からの活発なご討議をいただきました。今大会が、言語聴覚士の本質

を見直し、コミュニケーションを支える専門職であることを再確認でき、また新たな歩みにつな

がる機会となりましたなら幸いです。 

今大会でも、例年通り行ったチャリティバザーでは、ご協力いただきましてありがとうござい

ました。特に新たに加わったオリジナルクリアファイルは、ご好評をいただきました。事前にご

協力いただいた施設紹介のスライドも各病院の特色が溢れ、職場の雰囲気がよくわかりました。

賛助会員のご協力により企業展示も行われ、限られたスペースの中で、商品についてわかりやす

くご説明をいただきました。 

末筆ながら、特別講演、教育講演をお引き受けいただきました先生方、ご後援いただいた諸団

体、発表者の方々、快くお引き受けいただいた査読委員・座長の先生方、そして日々の忙しい業

務の中、大会の準備を行ってくださった実行委員長をはじめ、実行委員の皆様に深く感謝申し上

げます。 
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 第 11 回山梨県言語聴覚士会学術大会参加記 

甲府城南病院  松本 英之 

平成 30 年 11月 25 日に第 11 回学術大会に参加しました。今回は学生時代を含め 4 回目の参

加となり、口述演題で自身の課題としていた質問も行うことができました。緊張しましたが、内容

についてより深く考えることもできました。 

午後の教育講座「高次脳機能障害の評価とリハビリテーションの実際」では、元木先生、桂川先

生からコミュニケーションの専門家として必要な心構えや知識を付けることに加え、患者様自身や

周囲の状況を見ることができる観察眼を持つ事が大切であると学びました。また、目白大学の春原

則子先生による特別講演「言語聴覚士の本質～すべては幸せな臨床のために～」 では、言語聴覚

士は専門職でありその為には臨床の質を上げることが重要であること・出会いを大切にして幸せな

臨床ができるようにとのお話があり、私自身も言語聴覚士の本質や心構えを改めて見直す機会とな

りました。今回の学術大会で得られた学びや経験を今後の臨床に活かしていきたいです。 

写真上段左から桂川先生、元木先生、小池大会長、春原則子先生、神田先生（開会宣言の様子） 
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第 11 回学術大会 発表報告 

巨摩共立病院  依田 明子 

 平成 30 年 11月 25日に開催された山梨県言語聴覚士会第 11 回学術大会にて「言語発達にの

み遅れが認められた児への支援についての報告」という内容で発表をさせていただきました。今回

の発表をまとめるにあたり多くの学びを得る事ができました。日頃の

臨床でも、その都度お子さんの評価を行いながら、自分自身の支援の

内容を検討してきました。しかし、発達の支援をおこなう小児領域で

は、経過が長いお子さんも多く、リハビリ開始から現在までを改めて

振り返る経験は中々ありませんでした。今回の発表をまとめるにあた

り、自分自身の臨床がどのような意義があったのか、また不十分な所

は無かっただろうかと考える機会となりました。合わせて、今回の発

表にあたり多くの先生方に指導をいただきました。自分一人では思い

至らない視点をいろいろと教えて頂き今後の臨床の糧にしていきた

いと思っています。最後に、今回このような機会を与えてくださった

ことに感謝申し上げます。 

 

 

 

第 11 回学術大会 実行委員を経験して 

国立病院機構甲府病院  小松 富美子 

今回の学術大会では、企画部部長として 2 回目の実行委員を務めさせていただきました。『言語

聴覚士の本質～言葉を紡ぎ・未来を創る～』の大会テーマのもと、講師の先生のお話をお聞きし、

今一度日頃の臨床や自分自身を振り返る有意義な機会となりました。 

企画部が関わる活動としては、第 9 回学術大会でポスターにて行っ

た施設紹介を、スライド形式にし昼休憩に上映したり、チャリティで

は県士会のクリアファイルや第11回記念セットを作成したりと新た

な企画を試みました。当日は本当に多くの先生方にチャリティにご協

力いただきまして、ありがとうございました。 

 今回の企画部は、全員が初めて企画部に携わるという状況であり、

運営に苦慮することもありましたが、小池大会長・高橋実行委員

長・赤池オブザーバーをはじめ、実行委員の先生方のお力を借りな

がら大会の成功に向けて相談し、作り上げていきました。今回の経

験は、今後の ST 人生をより良いものにしてくれる経験となりまし

た。その一方で、反省点も多くありますので、次回に向けて改善し

ていきたいと思います。 

 最後となりますが、今回の学術大会の開催にあたり、ご支援・ご

協力いただきました全ての皆様に深く感謝を申し上げます。 

県士会クリアファイル 
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 平成 30 年度秋期都道府県士会会長会議報告  

湯村温泉病院  赤池 三紀子 
平成 30 年 11 月 3 日（土）に朝日生命大手町ビルにて都道

府県士会会長会議が開催されました。前年度からの 4 ブロック

に分けたテーブル席にて深浦会長の挨拶、各部・委員会からは以

下の通り、報告・説明などがありました。（写真はトイレ休憩で

緊張から解放された束の間の笑顔の会長たちです。） 

1.大阪北部地震、平成 30 年７月豪雨災害、北海道胆振東部地震への支援活動が報告され、状況に

応じた人員派遣など平時からの準備の重要性が再認識された（災害対策部）。 

2.来年の「言語聴覚の日」イベント共催は、佐賀県と東京都（広報部）。 

3.今年度改定された医療保険の実態調査が初めて PT・OT・ST 協会合同の施設単位のアンケート

となるので施設代表者と連携のもと回答をお願いしたい（医療保険部）。 

4.地域リハビリテーション活動支援に資する人材育成事業は地域包括ケア推進コースが 27 士会、

介護予防コースは 24 士会で修了者が出ている。また、地域リハビリテーション活動支援事業の事

例報告のお願いがあった（介護保険部）。 

5.全国研修会は学会翌日の大分、北海道・大阪が７月末、東京・福岡が 11 月末を予定している。

実務者講習会（医療介護保険領域）と併せて貴会の会員に受講を勧めてほしい。専門講座用メール

アドレスを用意したので意見も含め利用して欲しい（生涯学習部）。 

この後の失語症者向け意思疎通支援者事業の報告では、次年度からの支援者派遣事業の展開が見

えないため最も白熱した質疑応答がありました。また、12 月 10 日の衆議院本会議で議員立法の

「脳卒中・循環器病対策基本法」が成立しました。同法では、脳卒中や心筋梗塞などの循環器病の

予防推進で国民の健康寿命の延伸と医療・介護費の軽減を目指すため、次年度以降には関連するリ

ハ専門職にさらに期待がかかるでしょう。         

今年も当士会は協会と結束しながら事業展開してまいります。 
 
--------------------------------------------------------------------------------------- 
 

 平成 30 年度失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修  

甲府城南病院  吉澤 由香 

 平成 30 年 10 月 27 日、28 日に、失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修に河西事務局

長とともに参加してきました。昨年度までは、各都道府県から 1 名ずつでしたが、今年度からは 2

名ずつの参加となり、会場は現在進行形で意思疎通支援者養成事業に携わっている方を含め、全国

から集まった ST が、講義や休み時間を通じて活発に意見交換、情報交換をされ、大変活気溢れる

2 日間となりました。今年度より既に 11 都府県が意思疎通支援者養成事業を開始し、次年度は

15 県が開始予定であり、47 都道府県のうち、約半数の地域が始めることになります。山梨県は、

開始時期をはじめ、今後の事業構想は未定ですが、今回の研修を通じて、既に始めている地域の

ST から、具体的なスケジュールや実習を行う上での工夫点等、大変貴重な情報を惜しみなく教え

ていただくことができましたので、いつ開始してもよいように、他都道府県士会との交流を通じて

情報交換を図るとともに、伝達講習などを通じて万全の体制を整え、より早く山梨県でも始められ

るよう、働きかけていきたいと思います。 
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「第 2 回やまなし吃音のつどい」 

「第 9 回成人吃音臨床研修会 in 山梨」に参加して 
 

山梨県民間病院協会 PT、OT、ST 部会研修会に参加して 

上段：太田昭生院長 

下段：PT 山田洋二先生 

                 

 

 

春日居サイバーナイフ・リハビリ病院  河西 祐子 

平成 30 年 11月 10・11 日、NPO 法人全国言友会連絡協議会主催の「やまなし吃音のつど

い」と成人吃音臨床研修会に参加しました。言友会は「吃音があっても豊かに生きる」ための活

動を全国各地で展開している、吃音のある方のセルフヘルプグループ（自助団体）です。山梨県

にも吃音について語り合える場を作りたいとの思いから、当事者・ご家族・支援者向けの「つど

い」と言語聴覚士対象の研修会が企画されました。「つどい」では体験発表やグループごとに意

見交換が行われ、当事者やご家族の切実な思いにふれることができました。研修会では吃音の基

礎知識や評価・訓練・支援方法について学びましたが、成人吃音について初めて知ることも多く

大変勉強になりました。吃音当事者は様々な悩み、生きづらさを抱えて生活されており、周囲の

理解、環境への働きかけや仲間づくりの必要性について改めて考えさせられました。  

当県でもセルフヘルプグループ設立のための準備委員会が立ち上がりました。吃音治療に携わ

る ST は少ない現状であり、吃音についての理解、対応力を深め、当事者やご家族を支援してい

く役割が求められていると実感した 2 日間でした。 

 
 

 

 

 

 

笛吹中央病院  山田 徹 

平成 30 年 11月 28 日に山梨県民間病院協会 PT、OT、ST 部会研修会が開催されました。 

講演では「がんのリハビリテーション・基礎的知識と事例紹介」をテーマに、石和共立病院の

太田昭生先生と甲府共立病院の山田洋二先生よりご講演を頂きました。

太田先生の講演では、がんの疫学・病理・治療法・合併症など基礎的な

知識をはじめ、がんの有害事象としてがんからの炎症性サイトカインに

よる身体活動・日常生活への影響など最新の情報を交えてご説明してい

ただきました。山田先生のご講演では、がんのリハビリテーションは、

患者の理解が得られにくいことや長期目標が設定し難いことが挙げら

れ、傾聴と共感など豊かなコミュニケーション技術を用いてショートス

テップでの対応が重要であると事例を通してご説明していただきまし

た。私自身、臨床ではがんのリハビリテーションを実施していますが、

リハ介入においては互いの信頼関係はとても重要であると感じていま

す。今回の講演を通して、これまでの脳血管リハとは違った、がん特有

の症状や心理・環境要因などを考慮し、ST としてコミュニケーション

の支援にも専門性を発揮していく必要性を改めて実感しました。 

PT 山田洋二先生 
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    ふじやま便 №１ 
今号より、失語症友の会「ふじやま」の活動を定期報告するページです。 

「ふじやま」は昨年７月７日、山梨県言語聴覚士会が設立し、その後も 2 ヵ月に１度の定

例会を開催しています。ST は毎回 5～15 名の協力をいただいています。今までに紹介用

リーフレットを作成し、当会員施設をはじめ、保健所・地域包括支援センター・老人保健施

設等へ送付し、昨年 12 月末の正会員は、当事者 17 名、家族 5 名の 2２名になりました。 

 今までの 3 回の定例会では、季節の催しや活動を通して、失語症のある方やご家族と直

接交流するので ST も大変勉強になる機会となっています。これからも多くの ST にご協力

をいただけますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

   

 

 

第 1 回：9 月 15 日 

「バーベキューとぶどう狩りを楽しもう！」 

参加者 29 名 

第 2 回：11 月 18 日 

「第 23 回山梨県失語症者のつどい」へ参加 

参加者 18 名 

第 3 回：1 月 19 日 

「新年の始まりを一緒に祝いましょう！」 

参加者 30 名 

「ふじやま」リーフレット 

作成：「ふじやま」運営委員会 
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左上：甲州弁ラジオ体操 右上：「武田節」参加者の詩吟と踊り 
左下：よさこい舞羽による演舞 

●当日のプログラム● 

コミュニケーションワークショップ 

チーム対抗戦ゲーム 

各友の会発表：テーマ四季 

演舞：よさこい舞羽 

武田節：詩吟・踊り（つどい ver.） 

「第 23 回山梨県失語症者のつどい」 

 H30 年 11 月 1８日、大木記念ホールにて山梨県失語症者のつどいを開催しました。参加団体

は、びょうどう川、峡北地区失語症友の会、山梨県言語聴覚士会失語症友の会「ふじやま」、また

当日参加された失語症者の方もいらっしゃいました。当事者・家族・ボランティア・ST を含めて

６０名程集まり、年に一度のつどいが盛り上がりました。 

 山梨県失語症者のつどいに参加して  

甲州リハビリテーション病院  佐藤 綾美 

 今回初めて山梨県失語症者のつどいに参加させて頂きました。実行委員の皆様が様々なクイズや

ゲームを企画して下さり、脇役ながらも、参加者の皆様と楽しく過ごすことができました。 

参加されている方もそれぞれ個性があり、自分から声をかけられる方、みんなの話を静かに聴い

ている方など様々でした。初めはお互いに緊張していて少しよそよそしさもありましたが、企画を

通して交流するうちに徐々に打ち解けて、自然と自分のこと・相手のことを話し、伝えようとする

ようになっていました。そして、その輪が広がっていくのを間近で感じることができました。会場

は、失語症のあるなしに関係なく、みんなが一緒に楽しめる空間になっていたと思います。 

今回参加して、言語聴覚士の役割は、そのような場を作り提供すること、そして、地域全体をそ

のような場にするサポートをすることなのではないかと感じました。また、恥ずかしながら、県内

にある失語症友の会の皆さんが、普段どのような活動をしているのか、今まで知らなかったので、

今回どんな方たちがどんな活動をしているのか実際にみることができてとても勉強になりました。

皆様の明るい笑顔や活き活きとした姿を見て、気が付けば自分まで楽しく元気を頂きました。 

病院の中だけでは経験することのできない充実した時間となりました。今後も機会がありました

ら参加したいと思います。 
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 やまなし地域リハ-ケアの推進を考える会研修会  

  山梨県立中央病院  中嶋 崇博 

平成 30 年 10月 17 日、医師会館多目的エリアにて開催されました、平成 30 年度やまなし地

域リハ-ケアの推進を考える会研修会に参加させて頂きました。研修会では「ケアプランにおける

リハビリテーションとは？」と題してグループワーク形式にて具体的な対応や支援方法を他職種と

議論しました。実際に課題整理総括表を用いて、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・介護支援

専門員のそれぞれの立場から、改善の可能性を視野に入れた支援方法の検討を行い、「介護支援専

門員が知りたい情報は何か？」「リハビリテーション専門職がどんな情報を貰えると訓練に活用で

きるか？」と考えるとても有意義な時間になりました。地域での支援を考える上で、私たちリハビ

リテーション専門職は介護支援専門員等との多職種連携が必須になります。今後も多職種連携を通

じて、山梨県の医療・介護・福祉の向上に貢献していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山梨県生活期リハビリテーション研修会  

甲府城南病院  窪田 光 

山梨県生活期リハビリテーション研修会が平成 30 年 10 月 20 日にぴゅあ総合、21 日に在宅

支援センター甲州ケア・ホームで開催されました。1 日目の訪問リハビリテーション振興財団組織

化班班長 阿部勉先生による『生活期における主体性を育てるリハビリテーションの実践』をテー

マとした講義では、利用者さんに主体性を持たせた上で生活を支えていく事の大切さを学びました。

また、2 日目には、多職種（歯科医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）それぞれの視点で、

『「食べる」を支える生活期リハビリテーション』について実践を交えた講義がありました。口腔

内の事や姿勢・食事の仕方等もっとしっかり診なくてはいけない事を改めて感じました。 

今回の研修を通して、いかに利用者さんに主体性を持たせるのか、どうすれば生活を支えられる

かを常に考え、多職種との連携を深めていきながらSTとして日々の臨床に励みたいと思いました。 

 

各種研修会参加報告 

左：講師の阿部勉先生 右：講師の前田哲先生による食事の姿勢に関する実演 
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 第 2 回学術講演会「発達性ディスレクシア―音韻の発達と障害を中心に」 

甲州リハビリテーション病院  柴田 美貴子 

平成 30 年 10 月 12 日に、上智大学の原恵子先生によるご講演に参加させていただきました。私は成人領域で

働いているため、臨床現場では、ディスレクシアの方と関わる機会は少ないですが、正しく知識を理解することが

必要であると改めて感じました。音韻発達について教えていただく中で、失語症の方の音韻障害と似ている部分も

多く、先天的な症状と後天的な症状は別のものではなく、繋がりがあるということを改めて学ぶことが出来ました。 

学習に躓きのある方は、なぜ自分だけ他者と違うのかと不思議に思う方も少なくないと思います。そんな時、自

分の特徴を知ることで、障害された部分だけでなく、良い部分にも気

づき社会でも活躍できる可能性があると感じました。そのためにも、

成人小児関わらず多くの知識を身につけ、患者様のことを理解し、

ST としてより良い支援が出来るように今回の内容を臨床に活かし

ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 第 3 回学術講演会 「姿勢が嚥下に与える効果を精密に考える」  

             山梨リハビリテーション病院  萩原 由香 

 平成 30 年 12 月 21 日に、健和会病院の福村直毅先生によるご講演に参加し、今後の臨床に活かすべき多くの

ご教示をいただきました。嚥下治療について、マズローの欲求 5 段階説に則った説明では、ST としての立ち位置

と取り組む順序が明確となりました。まず、生命予後を考え、肺炎・窒息・低栄養を防ぐことが最優先であること、

安全に食べることができたら、美味しく食べることが QOL 向上につながるということがわかりました。先進国に

おける肺炎死亡数年次推移では、日本だけが右肩上がりであること、肺炎死では、世界で日本が 1 番多いこと、

日本の栄養提供量は先進国で最悪というデータには驚きました。さらにショックだったのは、院内発症肺炎では、

誤嚥性肺炎が 90％近くを占めるということでした。この数字を少しでも減少させるよう努めなければいけないと

思いました。 

全体像として機能を評価する際は、免疫力を含めて評価することが重要で

あることがわかりました。「免疫力を見積もりながら」というお話がありま

したが、今後多くの経験を積み、勉強する必要があると思いました。嚥下を

「多数の弁構造が存在する管腔を流体が流れる現象」ととらえた動態嚥下学

という概念がとても腑に落ち、咽頭容積に着目した完全側臥位や咽頭流路に

着目した前傾座位が誤嚥を防ぐために非常に有効であることがその理由も

含めて理解できたことは、とても有意義でした。嚥下障害の患者様が、可能

な限りこの肢位をとれるよう、他職種とも連携を図る必要があると思いまし

た。さらに理解を深めるために福村先生の講習会に今後、参加してみたいと

思いました。 
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 平成30年度 第5回理事会議事録 

日  時：平成30年８月24日（金）18時36分～20時41分 

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、市川、桂川、小池、高橋、佐々木、元木、 

     山田、吉澤、河西 

欠席理事：池神、中嶋 

＜協議事項＞ 

１．県士会HPに失語症友の会「ふじやま」専用のページを設ける事となった。 

２．クリアファイルを製作し学術大会のチャリティグッズとすること、抄録集を 47

都道府県士会に送付することが決定した。 

＜報告事項＞ 

１．第２回症例検討会、小児領域勉強会の開催が報告された。 

２．失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修会第２回伝達講習会、３士会意見交

換会、平成30年度第３回やまなし地域リハ‐ケアの推進を考える会運営委員会の

開催が報告された。 

３．県立図書館への献本並びにST協会ポスター「言語聴覚の日」掲示依頼、ビブス

納品が報告された。 

４．第２回山梨県災害リハビリテーション支援関連団体協議会運営委員会、平成 30

年度山梨県地震防災訓練第１回関係者打ち合わせ会議への出席が報告された。 

５．第1回地域ケア会議推進メンバ－養成講座の開催が報告された。 

６．第１回特別支援教育委員会研修会の開催が報告された。 

 

平成30年度 第６回理事会議事録 

日  時：平成30年９月21日（金）18時36分～20時40分 

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、池神、桂川、小池、佐々木、高橋、中嶋、 

     山田、吉澤、河西 

欠席理事：市川、元木 

＜協議事項＞ 

１．ニュースレターを47都道府県、日本言語聴覚士協会、事務局に各1部送付する

ことが決定した。 

２．第11回学術大会のプログラム案が承認された。 

３．県士会チャリティグッズ(クリアファイル)については、広報部で製作し、チャリ

ティでの販売方法は学術大会実行委員会に一任することが承認された。 

４．介護職場人材育成研修講師が高橋・佐々木理事に決定した。 

５．10月27・28日に開催される失語症者向け意思疎通支援者指導者研修会に河西・

吉澤理事の出席が決定した。 

＜報告事項＞ 

１．第１回生涯学習プログラム基礎講座、第４回教育部新卒者研修会の開催が報告さ

れた。 

２．山梨県在宅医療多職種の会世話人会、第23回山梨県失語症者のつどい第５回実

行委員会への出席が報告された。 

３．山梨県リハ専門職団体協議会災害対策支援委員会研修会(HUG研修)、山梨県災害

リハビリテーション支援関連団体協議会研修企画運営委員会への出席が報告された。 

４．山梨県リハビリテーション専門職団体協議会認知症対策推進委員会第2回部会開

催が報告された。 

５．「ふじやま」第１回定例会開催、リーフレット、入会申込書の作成が報告された。 

６．演題採択委員会、第1回査読委員会の開催が報告された。 

７．山梨県福祉保健部健康増進課委託事業「がんリハビリテーション研修事業」に関

する委員会の開催が報告された。 

 

 

 

 

           平成30年度 第７回理事会議事録  

日  時：平成30年10月25日（木）18時36分～20時29分 

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、池神、市川、桂川、小池、佐々木、高橋、 

     中嶋、元木、山田、吉澤、河西 

＜協議事項＞ 

１．代表者会議の日程が平成31年２月１日(金)に決定した。 

２．「失語症全国大会inおおいた」へ「ふじやま」の広告掲載を行うことが決定した。 

３．第４回学術講演会の講師が山本直史先生に決定した。 

４．県士会ニュース増刷に伴う印刷費の増額が承認された。 

５．第11回学術大会抄録集表紙が決定した。 

＜報告事項＞ 

１．第３回小児領域勉強会、第２回学術講演会、第３回症例検討会の開催が報告され

た。 

２．平成30年度第１回地域包括ケア推進会議介護予防リハビリテーション促進部会

への出席が報告された。 

３．いきいき山梨ねんりんピックへの出展が報告された。 

４．生活期リハビリテーション研修会が10月20・21日に開催されたことが報告

された。 

５．認知症サポーター養成講座の開催が報告された。 

６．第11回学術大会第３回実行委員会の開催、事前登録・懇親会申込書の送付が報

告された。 

７．「やまなし地域リハ‐ケアの推進を考える会研修会2018」の開催が報告された。 

８．平成31年度県政・国政への要望事項提出が報告された。 

    

平成30年度 第8回理事会議事録 

日  時：平成30年11月21日（水）18時37分～21時28分 

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、池神、市川、桂川、小池、佐々木、高橋、 

     中嶋、元木、山田、吉澤、河西 

＜協議事項＞ 

１．県士会ニュース43号企画案が承認された。 

２．「ふじやま」リーフレットを県士会 HP に掲載し、各施設で活用していくことが

決定した。 

３．平成30年度導入研修を平成31年１月26日、２月16日に国立病院機構甲府

病院で開催することが決定した。 

＜報告事項＞ 

１．第４回小児領域勉強会、第５回教育部新卒者研修の開催が報告された。 

２．平成30年度失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修会、平成30年度関東

圏都道府県士会第３回会議、一社）日本言語聴覚士協会 平成30年度第２回秋期都

道府県士会会長会議、第4回山梨在宅他職種の会意見交換会への出席が報告された。 

３．平成30年度山梨県地震防災訓練への参加が報告された。 

４．第2回地域ケア会議推進メンバー養成講座開催が報告された。 

５．「ふじやま」第５回運営委員会、第２回定例会の開催が報告された。 

６．第11回学術大会実行委員会の事前申込状況、抄録集発送作業、第４回実行委員

会の開催について報告された 

７．一社）山梨県言語聴覚士会設立20周年記念式典第１回準備委員会の開催が報告

された。 

場  所：春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 

議  長：内山量史 

書  記：窪田 光、坪井沙妃、小澤しず香 

議事録作成：河西祐子 





 


